
①
物
価
高
騰
で
生
活
改
善
に

は
不
十
分
だ
が
、
改
善
勧
告

を
引
き
出
し
た
の
は
組
合
運

動
の
成
果
（
人
勧
署
名
、
中

央
行
動
、
自
治
労
連
や
全
労

連
の
政
府
・
人
事
院
交
渉
な

ど
）
で
あ
る
こ
と
を
全
体
に

知
ら
せ
よ
う
！
一
方
、
物
価

高
騰
に
も

23国
民
春
闘
の
到

達
に
も
及
ば
な
い
生
活
改
善

に
ほ
ど
遠
い
勧
告
で
、
民
間

の
初
任
給
と
は
依
然
と
し
て

大
き
な
格
差
が
あ
る
。
格
差

を
な
く
し
、
ど
う
賃
上
げ
す

る
か
要
求
し
改
善
を
。

②
８
月
人
事
院
勧
告
に
続
き
、

10月
県
人
事
委
員
会
勧
告
で

改
善
を
引
き
出
し
、
市
町
の

給
与
条
例
改
定
に
つ
な
げ
よ

う
！

③
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
（
給
与
改
定
４
月
遡

及
、
期
末
手
当
改
善
、
来
年

度
か
ら
勤
勉
手
当
支
給
な
ど
）

を
市
町
で
実
現
す
る
た
め
に
、

職
場
の
会
計
年
度
任
用
職
員

に
「
組
合
に
入
っ
て
声
を
上

げ
、
一
緒
に
給
与
改
善
を
実

現
し
よ
う
」
と
よ
び
か
け
、

確
実
に
適
用
さ
せ
よ
う
！

④
人
事
院
の
「
認
識
・
方
向

性
」
を
職
場
全
体
に
知
ら
せ
、

「
う
ち
の
職
場
の
人
材
確
保

の
状
況
は
？
初
任
給
や
昇

給
昇
格
の
改
善
が
必
要
！

今
年
は
例
年
以
上
に
大
き
な

組
合
要
求
を
打
ち
出
そ
う
」

と
組
合
員
に
よ
び
か
け
よ
う
！

⑤
選
択
的
週
休
３
日
制
（
国

は

25年
度
導
入
予
定
で
す
が
、

自
治
体
は
条
例
改
正
で
そ
れ

以
前
の
導
入
が
可
能
）
に
つ

い
て
、
市
町
で
動
き
や
提
案

が
あ
れ
ば
県
本
部
へ
情
報
を
！

◎
人
員
不
足
の
も
と
で
「
ウ

チ
の
職
場
で
体
制
が
と
れ
る

の
か
？
」
「
職
員
の
選
択
で

は
な
く
、
使
用
者
の
選
択
で

『
平
日
４
日
は
２
時
間
程
度

残
業
代
な
し
』
に
な
る
の
で

は
？
」
な
ど
職
場
の
「
声
」

を
集
め
よ
う
！

⑥
長
時
間
労
働
解
消
と
生
活

で
き
る
賃
金
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
、
住
民
や
地
域

へ
の
貢
献
が
実
感
で
き
る
こ

と
こ
そ
が
「
公
務
の
魅
力
」
。

住
民
が
主
人
公
の
、
す
べ
て

の
職
員
が
魅
力
を
実
感
で
き

る
自
治
体
・
公
務
公
共
職
場

づ
く
り
を
進
め
よ
う
！

県
本
部
青
年
部
は
９
月

16

日
、
青
年
部
交
流
会
『
ド
キ

ジ
ャ
ム
』
を
今
治
市
・
サ
ン

ラ
イ
ズ
糸
山
を
起
点
に
開
催

し
５
単
組

25人
が
参
加
。
久
々

に
リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
交
流

会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
午
前
中
に
座
学
を

行
い
、
自
転
車
を
レ
ン
タ
ル

し
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
大
島

（
吉
海
町
）
へ
移
動
し
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
潮
流
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
座
学
で
は
、
自

己
紹
介
・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

の
後
、
堀
川
県
本
部
書
記
次

長
が
「
地
方
公
務
員
の
賃
金
・

給
与
・
労
働
条
件
」
に
つ
い

て
学
習
会
を
行
い
、
そ
の
後

班
ご
と
に
職
場
の
こ
と
な
ど
、

な
ん
で
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

終
了
後
に
『
道
の
駅
よ
し
う

み
い
き
い
き
館
』
へ
向
け
て
、

各
自
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
し

ま
な
み
海
道
を
わ
た
り
、
海

鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
。

潮
流
体
験
で
は
、
海
上
か
ら

来
島
海
峡
大
橋
、
今
治
の
造

船
所
、
村
上
海
賊
の
歴
史
や

小
島
の
砲
台
の
こ
と
な
ど
、

来
島
海
峡
の
潮
流
を
体
験
し

な
が
ら
、
し
ま
な
み
海
道
周

辺
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
体
験
後
に
再
度
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
サ
ン
ラ
イ
ズ
糸
山

へ
戻
り
ま
し
た
。

快
晴
で
日
差
し
も
強
く
、

気
温
も
高
め
で
し
た
が
、
橋

や
海
の
上
は
風
も
あ
り
気
持

ち
よ
く
、
青
年
同
士
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（１） 第５６０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ９月２０日

第 ５６０ 号

日 程

【９月】

24 保育部会幹事会

27 新居浜水道労組定期大会

公務労組連絡会定期総会

（東京）

【10月】

１ 県自治体退職者の会総会・

懇親会（共済会館）

６ 最低賃金改定・周知宣伝

行動

７ 県本部拡大執行委員会

東予総支部定期総会

はたらく女性の中央集会

in長野（～８）

９ 全国介護学習交流集会

（東京・web併用）

13 自治労連全国統一行動・

現業統一闘争

15 介護関係労働者全国交流

Web集会

19 いのち・暮らし・社会保

障まもれ国民集会

21 医療介護評定期総会

26 今治市職定期大会

28 自治体病院交流集会

（神奈川・web併用～29）

《人勧のポイント》

◎すべての職員の本俸（給料表全号給＆再任用給）改善。

◎初任給を始め若年層に重点配分し、高卒初任給は12,000円（約８％）、大卒初任給は11,000円（約６％）改善。

◎一時金…２年連続で0.10月改善し年間4.50月に→期末手当＋0.05月で2.45月、勤勉手当＋0.05月で2.05月。

この間の一時金改善のプラス分はすべて勤勉手当（評価反映）に充てられてきたが、◎久々に期末手当を改善。

《国の非常勤職員（地方の会計年度任用職員）の処遇改善》

◆人事院は「非常勤職員の給与を常勤職員の給与改定に準じて改定するよう指針」を発出。

総務省は今年５月「会計年度任用職員」を対象とする同趣旨の通知を発出。

◆総務省は地方自治法改正をうけ、今年６月「国の非常勤職員との均衡及び適正な処遇確保の観点から

会計年度任用職員（フル・パート）の勤勉手当の支給を可能とする」と通知。

《人事院総裁談話「人材確保は危機的状況」「ブラックイメージ払拭が必要」》（抜粋要約／県本部）

◆公務組織に多様で優秀な人材を集めることは国家的課題。公務における人材確保は危機的状況。

公務の働き方に対する「ブラック」なイメージを払拭する必要がある。

《「柔軟な働き方」の推進として「選択的週休３日制」導入を勧告》

◆人事院は「勤務時間法を改正し、フレックス制の活用により、１週の勤務時間の総量を維持した

上で週１日を限度に勤務時間を割り振らない日＝ゼロ割り振り日を設定することを可能とする。

2025年４月１日施行」を勧告、など。

《日時》2023年11月12日（日）

10:00開会～16:15閉会

《場所》内子町林業センター

（内子町小田81）

10:00～ 分 科 会

13:15～ 全 体 会

13:30～ 《基調講演》（質疑応答含む）

15:00～ 《事例報告》（質疑応答含む）

《基調講演》 【講 師】藤井 孝哉さん（松山大学大学院・経済学研究科）

【講演テーマ】「市町村合併」～20年・「地方創生」～10年をふまえ、

これからの「地域再生」「自治体施策」を考える。

《事例報告》

① 県内市町の「住民の足＝地域公共交通施策」調査から（県自治体問題研究所）

② 職員・家族の将来不安なくし、地域の医療・介護を守る（西予市職労）

③ 子どもたちにもう一人保育士を！県内自治体要請・懇談（県本部保育部会）

④ 松山市ふれあい収集実施、清掃現場の人員確保・職場改善（松山市職労）

《分科会》①地域づくり・小田地区視察 ②医療介護交流会 ③保育交流会 ④現業交流会

⑤青年講座

※1994年生まれ。松山大学大学院・経済学研究科博士課程、専門は地域経済論（地域政策、

地域づくり組織）。2018～19年および22年～現在、愛媛県内の「地域おこし協力隊」

に関する研究を行っており、伊予市・内子町・西予市・鬼北町などの協力隊員（現職・

元職）や自治体担当者のヒアリングを実施中。



新
居
浜
市
職
労
は
８
月
９

日
、
定
期
大
会
を
開
催
し
代

議
員
・
役
員
な
ど

49人
が
参

加
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
移
行
し

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
討
論
で
は
各
部

会
や
職
場
を
代
表
し
５
人
が

職
場
の
生
の
声
を
発
言
。
ど

の
職
場
も
切
実
な
人
員
不
足

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
、
本

当
に
厳
し
い
状
況
の
中
「
市

民
の
た
め
に
」
と
の
思
い
で

懸
命
に
働
い
て
い
る
様
子
が

共
有
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
ま

と
め
で
帆
谷
委
員
長
が
「
ど

の
職
場
も
疲
弊
し
ギ
リ
ギ
リ

の
状
態
で
す
が
、
み
な
さ
ん

の
声
を
し
っ
か
り
当
局
に
届

け
、
人
員
不
足
解
消
、
職
場

改
善
に
し
っ
か
り
と
り
く
み

ま
す
」
と
発
言
。
運
動
方
針

案
、
予
算
案
と
も
に
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
後
に
『
福
引
き
大
会
』
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
大
会

で
組
合
書
記
と
し
て
長
年
勤

め
ら
れ
た
松
本
ひ
ろ
み
さ
ん

の
退
職
に
感
謝
を
こ
め
て
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
連
は
８
月

21

日
「
単
組
代
表
者
会
議
」
を

開
催
し
７
人
が
参
加
。
単
組

報
告
で
は
「
保
育
担
当
課
要

請
懇
談
・
９
月
市
議
会
へ

『
保
育
士
配
置
基
準
改
善
・

処
遇
改
善
を
求
め
る
』
陳
情

書
を
提
出
」
「
初
任
給
改
善

と
手
当
増
額
に
関
す
る
要
求

書
を
提
出
」
「
地
域
病
院
調

査
で
伊
関
先
生
と
意
見
交
換

し
、
今
後
の
吉
田
病
院
の
あ

り
方
な
ど
意
見
交
換
し
た
」

な
ど
の
状
況
を
共
有
。
後
半

に
坂
尾
宇
和
島
市
議
と
の
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
「
陳
情

を
し
っ
か
り
審
議
し
、
保
育

士
配
置
基
準
改
善
等
意
見
書

提
出
は
実
現
し
た
い
」
「
８

月

20日
地
域
医
療
講
演
会
に

参
加
し
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

病
院
・
介
護
施
設
の
要
望
等

あ
れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
９
月
４
日

医
療
介
護
支
部
執
行
委
員
会

を
開
催
し

12人
が
参
加
。
同

日
実
施
の
第
２
回
団
体
交
渉

に
つ
い
て
総
括
を
行
い
ま
し

た
。
団
体
交
渉
で
前
進
回
答

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

指
定
管
理
者
制
度
以
外
の
経

営
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

交
渉
で
若
干
前
向
き
回
答
が

あ
っ
た
た
め
、
「
地
方
公
営

企
業
法
全
部
適
用
（
全
適
）
」

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
県
本
部
・
和
氣
書

記
長
か
ら
改
め
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
組
合
と
し
て

「
経
営
形
態
は
全
適
を
要
求

す
る
」
方
向
性
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
県
本
部
役
員
の
提
案

も
あ
り
早
急
に
「
全
適
」
に

関
す
る
学
習
会
を
計
画
し
、

近
隣
自
治
体
病
院
で
同
じ
自

治
労
連
加
盟
の
「
市
立
宇
和

島
病
院
」
が
全
適
と
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
た
め
、
宇
和
島

病
院
労
組
役
員
を
招
き
組
合

の
と
り
く
み
な
ど
聞
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
は
９

月
２
日
、
「
青
年
部
主
催
交

流
会
」
を
開
催
。
青
年
部
組

合
員
と
そ
の
家
族
な
ど
計

22

人
が
参
加
。
１
時
間
程
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
た
後
、

ガ
ー
デ
ン
Ｂ
Ｂ
Ｑ
へ
。
Ｂ
Ｂ

Ｑ
で
は
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ

ど
楽
し
く
・
笑
顔
あ
ふ
れ
る

空
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月

27～

29日
に
か
け
て

自
治
労
連
「
第

45回
定
期
大

会
」
が
山
口
県
宇
部
市
で
開

か
れ
、
愛
媛
県
本
部
か
ら
は

事
前
会
議
も
含
め
の
べ

13人

が
参
加
。
定
期
大
会
で
は
、

愛
媛
か
ら
３
人
が
発
言
、
①

県
本
部
・
森
賀
委
員
長
は

「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一
人

保
育
士
を
！
の
と
り
く
み
、

保
育
自
治
体
担
当
課
懇
談
、

意
見
書
採
択
求
め
る
請
願
・

陳
情
な
ど
の
と
り
く
み
」
、

②
宇
和
島
病
院
労
組
・
佐
野

委
員
長
は
「
県
本
部
医
療
介

護
評
で
の
地
域
医
療
を
守
る

課
題
、
西
予
市
病
院
指
定
管

理
導
入
問
題
の
と
り
く
み
」
、

③
県
本
部
・
堀
川
書
記
次
長

（
前
本
部
書
記
部
会
長
）
は

「
自
治
労
連
書
記
部
会
の
到

達
と
課
題
、
本
部
へ
の
要
望
」
。

８
月

26日
に
は
部
評
・
部
会
・

補
助
組
織
の
事
前
会
議
（
定

期
大
会
・
総
会
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

９
月
２
日
「
愛
媛
労
連
第

35回
定
期
大
会
」
に

67人
が

参
加
し
「
職
場
・
地
域
か
ら

労
働
者
が
声
を
あ
げ
、
大
幅

賃
上
げ
、
働
き
や
す
い
職
場
、

平
和
で
公
正
な
社
会
を
め
ざ

す
」
活
動
方
針
を
決
定
。
討

論
で
は
、
自
治
労
連
か
ら
堀

田
代
議
員
（
西
予
市
職
労
医

療
介
護
支
部
長
、
発
言
概
要
）

「
西
予
市
立
の
２
病
院
・
１

介
護
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
＝
民
営
化
提
案
に
対

し
、
民
営
化
撤
回
な
ど
を
求

め
要
求
書
提
出
し
団
体
交
渉

な
ど
を
行
い
、
住
民
の
安
心

安
全
と
地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
と
り
く
ん
で
い
る
」
と

堀
川
代
議
員
（
県
本
部
書
記

次
長
、
発
言
概
要
）
「

23人

勧
、
子
ど
も
た
ち
に
も
う
１

人
保
育
士
を
の
と
り
く
み
、

自
治
体
担
当
課
と
議
長
懇
談

に
と
り
く
み
、
議
会
へ
『
配

置
基
準
見
直
し
・
処
遇
改
善

求
め
る
』
請
願
・
陳
情
を
提

出
し
た
」
な
ど
発
言
し
ま
し

た
。

■
今
年
は
花
火
大
会
も
全
国

で
開
催
さ
れ
い
く
つ
か
花
火

を
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。
様
々

な
箇
所
で
賑
わ
っ
て
い
て
久

し
ぶ
り
に
夏
を
感
じ
ま
し
た
。

（
今
治
・
木
村
）

■
地
域
の
夏
祭
り
に
新
居
浜

太
鼓
台
が
出
る
の
で
甥
が
お

お
喜
び
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
な
り
、
市
内
が
華
や

か
に
な
っ
た
き
が
し
ま
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
今
年
は
初
キ
ャ
ン
プ
に
！

と
思
い
き
や
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
台
風
の
影
響
が
あ
り
、
や

む
な
く
断
念
。
代
わ
り
に
広

島
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
へ
行
き
、

夏
の
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
８
月
に
入
っ
て
調
理
員
で

２
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
な
っ

て
大
変
で
し
た
。
私
が
絶
対

と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
！

（
津
島
吉
田
・
毛
利
）

■
今
年
は
猛
暑
と
コ
ロ
ナ
明

け
で
、
職
場
の
図
書
館
も
大

賑
わ
い
。
う
れ
し
い
悲
鳴
反

面
、
毎
年
熱
中
症
で
倒
れ
る

人
も
多
く
、
油
断
は
禁
物
で

す
。
無
事
に
何
事
も
な
く
夏

を
乗
り
切
り
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
杉
田
）

■
児
童
文
学
が
な
か
な
か
思

い
浮
か
ば
ず
、
苦
戦
し
ま
し

た
。
た
ま
に
は
童
心
に
返
っ

て
絵
本
も
読
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
久
し
振
り
の
パ
ズ
ル
応
募

だ
な
と
思
っ
た
ら
、
以
前
の

応
募
は
半
年
前
で
し
た
。
公

私
と
も
に
忙
し
か
っ
た
ん
だ

な
ぁ
と
改
め
て
実
感
。
適
度

に
休
息
と
っ
て
メ
リ
ハ
リ
付

け
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６０号

２０２３年 ９月２０日

■
５
５
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
フ
シ
ギ
ノ
ク
ニ
ノ
ア

リ
ス
」
（
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
）
で
し
た
。
正
解
は

15

通
で
し
た
。
正
解
者
の
な
か

か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

杉
田
真
由
美
（
新
居
浜
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

上
本
真
由
（
伊

予
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
６
２
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①「桃太郎」「舌切り雀」「かちかち山」

などなどを

④姓の一。○○○○涼子、○○○○斉加年

⑦うそ偽りない。○○○○一路

⑧文字おこし、書き起こしをこうも呼ぶ

⑨新しくやってくる年。「行く年○○○○」

【タテのカギ】

①色を抜いたり白くしていないこと

②地図や設計図を実物より縮めて描く

比率・割合のこと

③は○○、くち○○、いくじ○○

⑤車名「ランドクルーザー」の略

⑥人は寝て籠の○○○○啼きいでぬ／子規

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の

10

文
字
で
、

「
歳
月
の
流
れ
を
感
じ
る
」
こ
と
わ
ざ
に

し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


